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(54) Title: CONNECTOR

(54) 発明の名称 ：コネクタ

( ) ADStract: I n order to increase the ieelmg 0 1 insertion when inserting a
2]

terminal into the terminal -receiving chamber o f a connector housing, and
to decrease the terminal insertion force, the disclosed connector has: a ter
minal (20) that has a rectangular-tube-shaped box section (21) at the front
end thereof; and a connector housing (10) to which the terminal i s inserted
and affixed; and a lance ( l i s provided within the terminal-receiving
chamber ( 1 1) o f the connector housing. When the terminal i s inserted fixim
the back end o f the terminal-receiving chamber, the lance deforms due t o
sliding against the terminal, and at the stage at which the terminal has been
inserted t o a predetermined position, the locking section be) o f the lance
recoils elastically, engaging the engagement section (26) o f the terminal; as
a result, the terminal i s prevented fixim becoming dislodged in the back
wards direction. A protrusion (16e) i s provided to the side o f the lance,
and a rib (25) i s provided t o the side edge in the widthwise direction o f the
peripheral wall (21a) o f the box section of the terminal, said rib (25) bend
ing the lance b y sliding against the protrusion when the terminal i s inserted
into the terminal-receiving chamber before the peripheral wall o f the box
section slides against the locking section of the lance.

(57) 要約： コネクタハ ウジングの端子収容室 に端子 を挿入
す るときの挿 入 フィ一 リング を向上 させ る と共 に、端子揷
入 力の低下 を図 る ことを 目的 とす る。 コネ クタは、前 端 に
角筒形のボ ックス部 （2 1 ) を有 した端子 （2 0 ) と、端
子 が挿 入 固定 され る コネ ク タハ ウ ジ ング （1 0 ) と を有
し、 コネクタハ ウジ ングの端子収容室 （1 1 ) の 内部 にラ
ンス （1 6 ) が設 け られ てい る。端子収容室の後 端か ら端
子 を挿 入す る と、 ラ ンスが端子 と摺接す る ことで撓み 変形

所定位置 まで端子が挿入 され た段階で弾性復帰 したランスの係止部 （1 6 e ) が端子の係合部 （2
に係合 し、それ によ り、端子が後方へ抜 け止 め され る。ランスの側部 には突片 （1 6 e ) が設 け ら
端子のボ ックス部の周側壁 （2 1 a ) の幅 方 向の側縁 には、端子が端子収容室 に挿入 され た際 に、

ボ ックス部の周側壁が ランスの係止部 に摺接す る前 に突片 と摺接す る ことで ランス を撓 ませ る リブ （2
5 ) が設 けられている。



明 細 書

発明の名称 ：コネクタ

技術分野

[0001 ] 本発明は、前端に角筒形のボックス部を有 した端子と、端子が挿入固定さ

れるコネクタハウジングとを有 し、コネクタハウジングの端子収容室の内部

に可撓性のランスが設けられたコネクタに関するものである。

背景技術

[0002] この種の端子の一例が特許文献 1 に記載されている。図 3 は特許文献 1 に

記載されたコネクタの構成要素である端子の外観斜視図、図4 ( a ) 、図4

( b ) は図 3 の端子をコネクタハウジングの端子収容室に揷入 したときの揷

入位置ごとの各状態を示す図である。

[0003] 図 3 に示す端子 1 2 0 は、前端に周側壁 1 2 a で囲まれた角筒形のボッ

クス部 1 2 1 を有 し、後端に電線の導体接続部 1 2 と被覆接続部 1 2 3 を

有 している。ボックス部 1 2 は相手側コネクタの才ス端子を受け入れる部

分であり、内部に、受け入れた才ス端子をボックス部の周側壁 1 2 1 a との

間などに挟持するバネ片 （図示略）を備えている。また、ボックス部 1 2 1

の前端には折り返 しによる凸部 1 2 5 が設けられており、その後端に、後述

するランスの係合する係合部 1 2 6 が設けられている。この凸部 1 2 5 の前

端は、端子 1 2 0 の揷入時に最初にランスに衝突する部分であり、ランスと

の当たりを滑らかにするための曲面が設けられている。

[0004] この端子 1 2 0 をコネクタハウジングに組み付けてコネクタを構成する場

合は、電線の先端に取り付けた端子 1 2 0 を、図4 ( a ) に示すように、コ

ネクタハウジング 1 1 0 の端子収容室 1 1 1 に後端から揷入する。コネクタ

ハウジング 1 1 0 の端子収容室 1 1 1 の内部には、端子 1 2 0 の揷入方向と

交差する方向 （図4 ( a ) 、図4 ( b ) において上下方向）に可撓性を有す

るランス 1 1 6 が設けられており、ランス 1 1 6 の先端部が、端子 1 2 0 の

係合部 1 2 6 と係合する係止部 1 1 6 c となっている。



[0005] そ して、端子収容室 1 1 1 の後端から端子 1 2 0 を挿入すると、まず、図

4 ( a ) の下段に示すように、揷入 した端子 1 2 0 のボックス部 1 2 1 の凸

部 1 2 5 がランス 1 1 6 に当たり、さらに揷入すると、図4 ( a ) の上段に

示すように、凸部 1 2 5 がランス 1 1 6 に摺接 して、ランス 1 1 6 が下方に

橈み変形する。さらに揷入 して、端子 1 2 0 が所定位置まで到達すると、図

4 ( b ) の上下段に示すように、凸部 1 2 5 がランス 1 1 6 の位置を通過 し

、その段階でランス 1 1 6 が橈み変形 した状態から元の位置に復帰 し、ラン

ス 1 1 6 の先端部 （係止部 1 1 6 c ) が、端子 1 2 0 の凸部 1 2 5 の後側の

係合部 1 2 6 に係合する。これにより、端子 1 2 0 が後方へ抜けないように

固定される。そして、全部の端子 1 2 0 を揷入固定することで、コネクタが

構成される。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献1 ：日本国特開 2 0 0 7 —2 6 6 0 1 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] ところで、上記従来例のコネクタでは、端子 1 2 0 を端子収容室 1 1 1 に

揷入 した際に、ボックス部 1 2 の周側壁 1 2 a に直接ランス 1 1 6 の先

端部 （係止部）が摺接するので、周側壁 1 2 a に凸部 1 2 5 や凹部 （不図

示）があるような場合に、挿入フィーリングが悪 くなり、挿入抵抗が増すと

いう問題があつた。

[0008] 本発明は、上述 した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、ボッ

クス部の周側壁に凹凸があるような場合にも、端子の揷入フィ一リングが悪

化することがなく、端子の揷入力の低下を図ることのできるコネクタを提供

る と【しめ る。

課題を解決するための手段

[0009] 本発明の上記目的は、下記の構成により達成される。



( 1 ) 前 端 に周 側 壁 で 囲 まれ た 角 筒 形 の ボ ッ ク ス部 を有 した端 子 と、 該

端 子 が揷 入 固 定 され る コ ネ ク タハ ウ ジ ン グ と を有 し、 前 記 コ ネ ク タハ ウ ジ ン

グの端 子 収 容 室 の 内部 に、 前 記 端 子 の揷 入 方 向 と交 差 す る方 向 に可 撓 性 を有

す る と共 に前 記 ボ ッ ク ス部 の 周 側 壁 上 又 は そ の 延 長 上 に設 け た係 合 部 と係 合

す る係 止 部 を有 した ラ ン ス が 設 け られ て お り、 前 記 端 子 収 容 室 の後 端 か ら前

記 端 子 が挿 入 され た 際 に、 挿 入 され た前 記 端 子 と摺 接 す る こ とで前 記 ラ ン ス

が橈 み 変 形 し、 所 定 位 置 まで前 記 端 子 が挿 入 され た段 階 で、 橈 み 変 形 か ら復

帰 した前 記 ラ ン ス の 前 記 係 止 部 が前 記 端 子 の前 記 係 合 部 に係 合 す る こ と に よ

り、 前 記 端 子 の後 方 へ の抜 け を 阻 止 す る コ ネ ク タ に お い て、

前 記 ラ ン ス の 側 部 に突 片 が 設 け られ る と共 に、 前 記 端 子 の前 記 ボ ッ ク ス部

の前 記 周 側 壁 の 幅 方 向 の側 縁 に、 前 記 端 子 が前 記 端 子 収 容 室 に挿 入 され た 際

に、 前 記 ボ ッ ク ス部 の前 記 周 側 壁 が前 記 ラ ン ス の 前 記 係 止 部 に摺 接 す る前 に

前 記 突 片 と摺 接 す る こ とで前 記 ラ ン ス を撓 ませ る リブが 設 け られ て い る コ ネ

ク タ 。

[001 0] ( 2 ) 前 記 リブが、 前 記 端 子 収 容 室 へ の前 記 端 子 の揷 入 の 向 きが 適 正 な

と き前 記 コ ネ ク タハ ウ ジ ン グ に対 し非 干 渉 とな る こ とで前 記 端 子 の揷 入 を許

可 し、 且 つ、 前 記 端 子 の揷 入 の 向 きが 不 適 正 な と き前 記 コ ネ ク タハ ウ ジ ン グ

と干 渉 す る こ とで前 記 端 子 の揷 入 を 阻 止 す る逆 揷 入 防 止 片 と して 設 け られ て

い る上 記 （1 ) に記 載 の コ ネ ク タ。

[001 1] ( 3 ) 前 記 リブが、 前 記 端 子 の前 記 ボ ッ ク ス部 の前 端 か ら前 記 係 合 部 の

直前 まで 連 続 して 設 け られ て お り、 前 記 リプの前 端 角 部 に、 該 リプの前 記 突

片へ の 当 た りを滑 らか に す る案 内部 が 設 け られ る と共 に、 前 記 リプの後 端 角

部 に、 該 リブ と前 記 突 片 との摺 接 を緩 や か に解 放 して、 前 記 ラ ン ス の 前 記 係

止 部 を前 記 端 子 の前 記 係 合 部 へ 向 け て 滑 らか に係 合 させ る誘 導 部 が 設 け られ

て い る上 記 （1 ) 又 は （2 ) に記 載 の コ ネ ク タ。

[001 2 ] 上 記 （1 ) の構 成 の コ ネ ク タ に よれ ば、 端 子 収 容 室 へ の端 子 の揷 入 時 に、

ラ ン ス の 側 部 に設 け た 突 片 が端 子 の リプ に摺 接 し、 ラ ン ス の 係 止 部 が端 子 の

ボ ッ ク ス部 の 周 側 壁 に摺 接 しな い よ う に な って い る の で、 ボ ッ ク ス部 の 周 側



壁 に凹凸があ っても、 その影響 で端子の挿入 フィ一 リングが悪化することが

な く、端子 を挿入する際の揷入力の低下 を図ることがで きる。

[001 3] 上記 （2 ) の構成 の コネクタによれば、前記 リブが端子の逆挿入防止片 と

して設 け られているので、端子の逆向 き （例 えば上下逆向 き）の揷入 を防止

することがで きる。

[0014] 上記 （3 ) の構成 の コネクタによれば、 リブがボ ックス部 の前端 か ら係合

部 の直前 まで連続 して設 け られてお り、 リプの前端角部 に案 内部 が設 け られ

、後端角部 に誘導部 が設 け られているので、 リブがランスの突片に当た り始

め るときの抵抗 を案 内部 の働 きによって小 さ くすることがで きると共 に、 ラ

ンスの突片が端子の リプとの摺接 を終 えて、 ランスの係止部 が端子の係合部

に係合するときの動作が誘導部 の働 きによってスムーズに行われ るようにな

り、端子の揷入 フィ一 リングが向上する。

図面の簡単な説明

[001 5] [ 図 1] 本発明の実施形態の コネクタを構成 する要素の説明図で、 図 1 ( a ) は

端子の外観斜視 図、 図 1 ( b ) は コネクタハ ウジ ングの端子収容室 に設 け ら

れているランスの斜視 図である。

[ 図2] 同実施形態の コネクタの組立時の作用説明図で、 図 2 ( a ) は コネクタ

ハ ウジ ングの端子収容室 に端子 を挿入 した ときの挿入初期 の状態 を示す概 略

側断面図、 図 2 ( b ) はさ らに端子 を揷入することで端子の リブがランスの

突片に摺接 し始めた挿入中期 の状態 を示す概 略側断面図、 図 2 ( c ) はさ ら

に端子 を揷入することで端子の リプとランスの突片の摺接 が終 了 して端子の

係合部 にランスの係止部 が係合 し端子が固定 された挿入完 了の状態 を示す概

略側断面図である。

[ 図3] 従来例 の コネクタの端子の外観斜視 図である。

[ 図4] 図 3 の端子 をコネクタハ ウジ ングの端子収容室 に挿入 した ときの挿入位

置 ごとの状態 を示す図で、 図 4 ( a ) の下段 は挿入初期 の状態、上段 は挿入

中期 の状態 を示す側断面図、 図 4 ( b ) の上下段 は挿入完 了時の状態 を示す

側断面図である。



発明を実施するための形態

[001 6] 以 下、本発明の一実施形態 を図面 を参照 して説明する。

図 1 は実施形態の コネクタを構成 する要素の説明図で、 図 1 ( a ) は端 子

の外観斜視 図、 図 1 ( b ) は コネクタハ ウジ ングの端子収容室 に設 け られて

いるランスの斜視 図、 図 2 ( a ) 〜図 2 ( c ) は同 コネクタの組立時の作用

説明図である。

[001 7] 実施形態の コネクタは、 図 1 ( a ) に示 すように、前端 に周側壁 2 1 a で

囲 まれた角筒形 のボ ックス部 2 を有 すると共 に後端 に電線 の導体接続部 2

2 と被覆接続部 2 3 とを有 した端子 2 0 と、 図 2 ( a ) 〜図 2 ( c ) に示 す

ように、後端 か ら端子 2 0 が挿入 されて固定 され る樹脂成形 品よ りなるコネ

クタハ ウジ ング 1 0 とを具備 している。

[001 8] 端 子 2 0 の前端 のボ ックス部 2 1 は、相手側 コネクタの才ス端子 を受 け入

れ る部分であ り、 内部 に、受 け入れた才ス端子 をボ ックス部 2 1 の周側壁 2

1 a との間な どに挟持するバ ネ片 （図示略） を備 えている。

[001 9] コネ クタハ ウジ ング 1 0 の端子収容室 1 1 の内部 には、端子 2 0 の揷入方

向 と交差 する方向 （図 2 ( a ) 〜図 2 ( c ) において上下方向） に可撓性 を

有 するランス 1 6 が設 け られている。 このランス 1 6 は、 図 1 ( b ) に示 す

ように、後端 1 6 a が端子収容室 1 1 の内壁 に固定 され、前端 1 6 b が 自由

端 とされたものであ り、 自由端 である前端 1 6 b の近傍 の端子揷入通路側 に

、 ボ ックス部 2 の周側壁 2 a に設 けた係合凹部 2 6 と係合する係止凸部

6 c を有 している。

[0020] また、 ランス 1 6 の側部 には羽根状 の突片 1 6 e が設 け られている。 また

、端子 2 0 のボ ックス部 2 の周側壁 2 a の幅方向の側縁 の うち、端子 2

0 の揷入時 にラ ンス 1 6 の突 片 1 6 e に対応する側縁 には、端子 2 0 が端子

収容室 1 1 に揷入 された際 に、 ボ ックス部 2 の周側壁 2 a が ランス 1 6

の係止凸部 1 6 c に摺接 する前 に、 ランス 1 6 の側部 に設 けた突片 1 6 e と

摺接 することで、 ランス 1 6 を撓 ませ る リブ 2 5 が突設 されている。

[0021 ] この リブ 2 5 は、端子 2 0 の逆揷入防止片 と して設 け られてお り、 ボ ック



ス部 2 の前端から係合凹部 2 6 の直前まで連続 して設けられている。この

逆揷入防止片としてのリブ2 5 は、端子収容室 1 1への端子 2 0 の揷入の向

きが適正なとき、コネクタハウジング 1 0 に対 し非干渉となることで端子 2

0 の揷入を許可 し、且つ、端子 2 0 の揷入の向きが不適正なとき、コネクタ

ハウジング 1 0 と干渉することで端子 2 0 の挿入を阻止する役目を果たす。

[0022] この リブ2 5 の前端角部には、 リブ2 5 の突片 1 6 e への当たりを滑らか

にする曲面部よりなる案内部 2 5 a が設けられている。また、 リブ2 5 の後

端角部には、ランス 1 6 の突片 1 6 e との摺接を緩やかに解放 して、ランス

1 6 の係止凸部 1 6 c を係合凹部 2 6 へ向けて滑らかに係合させる面取部よ

りなる誘導部 2 5 b が設けられている。

[0023] この端子 2 0 をコネクタハウジング 1 0 に組み付けてコネクタを構成する

場合は、電線の先端に取り付けた端子 2 0 を、図 2 ( a ) に示すように、コ

ネクタハウジング 1 0 の端子収容室 1 1 に後端から揷入する。ランス 1 6 は

、端子収容室 1 1 の後端から端子 2 0 が挿入された際に、挿入された端子 2

0 と摺接することで下方に橈み変形する。

[0024] この場合、端子 2 0 のボックス部 2 の周側壁 2 a がランス 1 6 の係止

凸部 1 6 c に接触する前に、端子 2 0 の リブ2 5 がランス 1 6 の突片 1 6 e

に当たり、図 2 ( b ) に示すように、ボックス部 2 1 の周側壁 2 1 a とラン

ス 1 6 の係止凸部 1 6 c との間に隙間H を保った状態で、端子 2 0 の揷入に

従ってリブ2 5 と突片 1 6 e が摺接する。

[0025] そ して、さらに端子 2 0 を挿入 して所定位置まで到達すると、その段階で

、図 2 ( c ) に示すように、橈み変形 した位置から元の位置にランス 1 6 が

復帰 し、復帰 したランス 1 6 の係止凸部 1 6 c が端子 2 0 の係合凹部 2 6 に

係合することにより、端子 2 0 が後方へ抜け止め固定される。全数の端子 2

0 を揷入することで、コネクタが構成される。

[0026] このように、本実施形態のコネクタでは、端子収容室 1 1への端子 2 0 の

揷入時に、ランス 1 6 の側部に設けた突片 1 6 e が端子 2 0 の リブ2 5 に摺

接 し、ランス 1 6 の係止凸部 1 6 c が端子 2 0 のボックス部 2 の周側壁 2



1 a に隙間 H を隔てて摺接 しないようになつている。従 って、ボ ックス部 2

1 の周側壁 2 a に凹凸がある場合であっても、その影響で端子 2 0 の揷入

フィ一 リングが悪化することがな く、端子 2 0 を挿入する際の揷入力の低下

を図ることができる。

[0027] また、 リプ 2 5 がボ ックス部 2 の前端か ら係合凹部 2 6 の直前 まで連続

して設けられてお り、 リプ 2 5 の前端角部 に案内部 2 5 a が設けられ、後端

角部 に誘導部 2 5 b が設けられているので、 リブ 2 5 がランス 1 6 の突片 1

6 e に当た り始めるときの抵抗を案内部 2 5 a の働 きによって小さ くするこ

とができると共に、 ランス 1 6 の突片 1 6 e が端子 2 0 の リブ 2 5 との摺接

を終えて、 ランス 1 6 の係止凸部 1 6 c が端子 2 0 の係合凹部 2 6 に係合す

るときの動作が、誘導部 2 5 b の働 きによってスムーズに行われるようにな

り、端子 2 0 の挿入フィー リングが向上する。

[0028] また、本実施形態では、 リブ 2 5 が端子の逆挿入防止片と して設けられて

いるので、端子 2 0 の逆向き （例えば上下逆向き）の揷入を防止することが

できる。

[0029] なお、本発明は、上述 した実施形態に限定されるものではな く、適宜な変

形、改良、等が可能である。その他、上述 した実施形態における各構成要素

の材質、形状、寸法、数、配置箇所、等は本発明を達成できるものであれば

任意であ り、限定されない。

[0030] 例 えば、上記実施形態では、ボ ックス部 2 の周側壁 2 上に係合凹部 2

6 が設けられているが、ボ ックス部 2 1 の後端の段部 を係合部 と しても利用

することも可能である。

[0031 ] 本発明を詳細にまた特定の実施態様 を参照 して説明 したが、本発明の精神

と範囲を逸脱することな く様 々な変更や修正を加えることができることは当

業者 にとって明 らかである。

[0032] 本出願は、 2 0 1 0 年 7 月 2 日出願の日本特許出願 （特願 2 0 1 0 _ 1 5

7 2 6 ) に基づ くものであ り、その内容はここに参照 と して取 り込 まれる



産業上の利用可能性

[0033] 本発明によれば、端子のボックス部の周側壁に凹凸があっても、その影響

で端子の揷入フィ一リングが悪化することがなく、端子を挿入する際の挿入

力の低下を図ることができる。

符号の説明

[0034] 0 コネクタハウジング

端子収容室

6 ランス

1 6 c 係止凸部 （係止部）

1 6 e 突片

2 0 端子

ボックス部

a 周側壁

2 5 リプ （逆挿入防止片）

2 6 係合凹部 （係合部



請求の範囲

[ 請求項 1] 前端 に周側壁で囲まれた角筒形のボ ックス部 を有 した端子 と、該端

子が揷入固定されるコネクタハ ウジングとを有 し、前記 コネクタハ ウ

ジングの端子収容室の内部 に、前記端子の揷入方向 と交差する方向に

可撓性 を有すると共 に前記ボ ックス部の周側壁上又はその延長上 に設

けた係合部 と係合する係止部 を有 したラ ンス が設 け られてお り、前記

端子収容室の後端か ら前記端子が挿入された際に、挿入された前記端

子 と摺接することで前記 ラ ンス が橈み変形 し、 所定位置 まで前記端子

が揷入された段階で、橈み変形か ら復帰 した前記 ラ ンス の前記係止部

が前記端子の前記係合部 に係合することによ り、前記端子の後方への

抜 けを阻止するコネクタにおいて、

前記 ランスの側部 に突片が設 け られると共 に、前記端子の前記ボ ッ

クス部の前記周側壁の幅方向の側縁 に、前記端子が前記端子収容室 に

揷入された際に、前記ボ ックス部の前記周側壁が前記 ラ ンス の前記係

止部 に摺接する前 に前記突片と摺接することで前記 ラ ンス を撓 ませる

リプが設 け られているコネクタ。

[ 請求項 2 ] 前記 リプが、前記端子収容室への前記端子の揷入の向 きが適正な と

き前記 コネクタハ ウジングに対 し非干渉 となることで前記端子の揷入

を許可 し、且つ、前記端子の揷入の向 きが不適正な とき前記 コネクタ

ハ ウジングと干渉することで前記端子の揷入を阻止する逆揷入防止片

と して設 け られている請求項 1 に記載のコネクタ。

[ 請求項 3 ] 前記 リプが、前記端子の前記ボ ックス部の前端か ら前記係合部の直

前 まで連続 して設 け られてお り、前記 リプの前端角部 に、該 リプの前

記突片への当た りを滑 らかにする案内部が設 け られると共 に、前記 リ

プの後端角部 に、該 リブと前記突片との摺接 を緩やかに解放 して、前

記 ラ ンス の前記係止部 を前記端子の前記係合部へ向けて滑 らかに係合

させる誘導部が設 け られている請求項 1 又は 2 に記載のコネクタ。
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